
11月 のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 1
ストーリーテリング

2 3 4 5 6 7 8
おはなしのじかん

9 10 11 12 13 14 15
秋のお話会 おはなしのじかん 支援学校来館　読み聞かせ

16 17 18 19 20 21 22
おはなしタイム ブックスタート おはなしのじかん ほねほねマン

23 24 25 26 27 28 29

30 1 2 3 4 5 6：休館日 ※11/27は電話対応可

あはは早島町立図書館だより
No.311 2025-11

開館時間：午前10時～午後6時 ※1F雑誌・新聞コーナーのみ9時～利用可能

ブックスタート

11/18 （火）

午後１時３０分～３時３０分

健康づくりセンターにて

おはなしのへや

おはなしタイム
ふくろう

朗読ボランティア福来朗

11/16（日）１４時～ キッズコーナー

毎月第3（日） ははやしま読書Day

1階
・ｼﾘｰｽﾞSDGｓ14

海の豊かさを守ろう

・クリスマスとお正月の本

11月の展示
２階

・性暴力と性教育

・障害のある人と

共に暮らす

『はじめてのクリスマス』
マック・バーネット/文 シドニー・スミス/絵 なかがわ ちひろ/訳

偕成社 （Eス）

クリスマスイブに世界中の子どもたちにプレゼントを配ったら、クリスマスの朝

からまた、おもちゃ作りを始めるサンタ。でもある年、エルフたちは「サンタさん

のために、クリスマスにすてきなことをやらなくちゃ!」と相談し…。

『子どもへの性暴力は防げる! 』 福井 裕輝/著 時事通信出版局 （368フ）

保育所、幼稚園、学校、児童養護施設、塾…。あらゆる場面で子どもを性暴力の被害者

にしないために、加害者治療に携わってきた精神科医が、被害を防ぐためにできること

を徹底解説する。

こんな本があります

『発達障害児者の“働く”を支える 』
宇野 京子/編著 松為 信雄/監修 クリエイツかもがわ （378ウ）

発達障害児者が「見通し」をもってライフキャリアを描けるよう、保護者・専門家ら

が事例や経験、生き方や想いを具体的に記す。生きづらさを抱える人たちが、よ

りよい人生を歩むための「働く」を考える書。

早島町立図書館 Tel: 086-482-1513

図書館季節のもよおし2025 いい秋み～つけた

はやしま本だいすきの会・おはなしの会かたつ夢り・布絵本の会

日時：11/9（日） １4：0０～15：00

場所：ゆるびの舎 2階 研修室

申し込み・お金はいりません

ほねほねマンの紙芝居をきいて、おめんをつくってあそぼう

主催:やべみつのりの紙芝居を実演する会・倉敷市立美術館・早島町立図書館

日時：11/22（土） １4：0０～15：00

場所：ゆるびの舎 2階 研修室

講師：山吹 知子 氏（倉敷市立美術館学芸員）

申し込み・お金はいりません

「ほねほねマン」の紙芝居を聞いたあと、やべみつのりさんが考案された

「ほねほねマン」を作るワークショップに参加してみませんか？

『プラスチックのうみ』
ミシェル・ロード/作 ジュリア・ブラッドマン/絵 川上拓土/訳 小学館 （Eブ）

人間が出したプラスチックごみ。それは、どのように海を汚し、海に暮らす生き物

に影響を及ぼしているのか。きれいな海を取り戻すにはどうしたらいいのか。美し

いイラストとともに、わかりやすい言葉で伝える。

訳者は出版当時、岡山県の小学5年生だった川上拓土さん。子ども目線で原作の

世界を壊さぬよう訳された、環境問題への関心が高まる絵本。






